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概  要 
当研究室では10年以上前から，施工工程下のコンクリート構造物の保有耐荷性能を数値シミュレ

ートできる解析ツールの開発に取り組んでいる．  

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

近年では，PC 構造の緊張管理を補助するための機能開発に取り組んでいる． 

・ 如何なる複雑な曲線状ｹｰﾌﾞﾙ配置においても，設計解析が可能である 

・ 抜け出し量の管理を一層正確に実施でき，正確に緊張力導入の管理が行え，かつ，どこにどの

程度のプレストレスが導入されたかについての精度向上が期待される 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

弾性体1
弾性体2
コンクリート

  

ケーブル緊張の一例（PC ｾｸﾞﾒﾝﾄ桁） 

単位は(N/mm2)

-25 -20 -15 -10 -5 0 5

最下縁応力

最上縁応力

     

PC セグメント桁に対するケーブル緊張後の    

プレストレスの数値シミュレーション      ケーブル緊張後の周方向ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ  

ﾌﾗｽｺ型の PC 構造に対するﾌﾟﾚｽﾄﾚｽの数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

          ｺﾝｸﾘｰﾄの変形を考慮したｹｰﾌﾞﾙの抜け出し量も客観的かつ自動的に計算される． 
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